
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福島県東日本大震災子ども支援基金 

事 業 報 告 書 

福島県復興シンボルキャラクター 

「ふくしまから はじめよう。キビタン」 

福福  島島  県県  

〔〔令令和和２２年年度度版版〕〕  
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      ご あ い さ つ 

 
 
 

 平成２３年３月の東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故から間もな

く１０年の節目を迎えようとしております。 

この間、国内外の多くの皆様から様々な御支援をいただいていることに対し、心か

ら感謝申し上げます。 

震災と原発事故後、前例のない困難な状況が続く中、本県復興のシンボルであるＪ

ビレッジの全面再開を始め、県産品の国内外での高い評価や、若い世代を中心とした

移住世帯の増加など、復興に向けた明るい光が強まりを見せてまいりました。一方で、

今もなお多くの方々が避難生活を続けており、避難地域の復興・再生、風評と風化、

急激な人口減少、さらには一昨年の台風災害からの復旧など、様々な重い課題を抱え

ております。 

 こうした中、被災した子どもたちを長期的、継続的に支援するため、皆様からお寄

せいただいた「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を活用し、保護者が死亡したり

行方不明となった児童（遺児・孤児）に対する支援に加えて、本県の子どもたちが、

様々な困難を乗り越え、心身ともに健やかに育つための施策に活用させていただいて

おります。 

本県に心を寄せてくださる全ての方々と力を合わせて、ふくしまの明るい未来を切

り拓いてまいりますので、今後とも御理解と御支援をお願いいたします。 

                                      
 
 令和３年１月 
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  福福島島県県のの発発災災当当時時のの被被害害状状況況とと現現在在  

 
平成２３年３月１１日 14:46 に三陸沖を震源として発生した「平成２３年 東北地方太平

洋沖地震」は、マグニチュード 9.0を記録し、観測史上最大の地震でした。 

福島県では最大震度 6 強を記録し、激しい揺れとともに、広い範囲で大津波が押し寄せま

した。 
 

    
 

 
 

 
 
 
 
 

いいわわきき市市小小名名浜浜港港  

白白河河市市葉葉ノノ木木平平地地区区  
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本県でも、東日本大震災により、多くの子どもたちが親を失いました。加えて、原子力災

害により、住み慣れた土地からも長期間離れなければならない子どもたちも多く、様々な喪

失体験により、幼い心に大きな負担がかかっています。 

 

そして、震災から間もなく１０年の節目を迎えようとしておりますが、国内外の多くの皆

様からのお力添えにより、幹線道路や防潮堤などのインフラ整備、避難地域における特定復

興再生拠点区域の整備、避難指示が解除された地域での学校の再開や商業施設の整備、東京

電力福島第一原発の事故収束拠点となっていたＪヴィレッジの全面再開、福島イノベーショ

ン・コースト構想に係る拠点整備など、特に被害の大きかった県浜通り地域においても復興

は着実に進んでおります。 

 一方でいまだに３万７千人を超える方々が避難生活を続けており、被災者の皆さんの生活

再建、避難地域の復興・再生、廃炉・汚染水対策、県全体の産業振興、風評・風化の問題、

更には急激な人口減少への対応など、本県は前例のない難しい課題を抱えております。 

 

このような中、令和３年は本県でオリンピック 2 競技が開催されることになり、本県の子

どもたちに大きな勇気を与えてくれるものと確信しております。 
 
 皆様からの善意の寄附をいただき、これまでも多くの子どもたちが夢に向かってはばたく

ことができました。これからも、子どもたちが震災前に抱いていたそれぞれの夢をあきらめ

ることなく、着実に前に進んでいくことができるよう、大切に有効に活用させていただきた

いと考えております。 

 

  「「東東日日本本大大震震災災ふふくくししままここどどもも寄寄附附金金」」ににつついいてて  
 

福島県では、平成２３年８月から東日本大震災による震災孤児等への支援のための寄附口

座「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を開設しています。 
 
 

○ 寄附の状況（令和２年３月３１日現在） 

寄附件数  18,351件 寄附額 6,546,730,163 円 

○ 被災孤児、遺児（令和２年３月3１日現在） 

・孤児：２４人（孤児：両親若しくは単親の場合、現に養育していた親が死亡又は行方不明

となった児童） 

・遺児：１８０人（遺児：両親のうちいずれかが死亡又は行方不明となった児童） 
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  「「東東日日本本大大震震災災ふふくくししままここどどもも寄寄附附金金」」をを活活用用ししたた事事業業ににつついいてて  

 

１１  福福島島県県東東日日本本大大震震災災子子どどもも支支援援基基金金給給付付金金  

福島県東日本大震災子ども支援基金条例を制定し、東日本大震災ふくしまこども寄附金

を基金に積み立て、東日本大震災により、保護者が死亡又は行方不明となった児童（孤児・

遺児）に対して、生活及び修学を支援するための給付金を給付する事業を実施しています。 
 

１ 対象者   東日本大震災により保護者が死亡し又は行方不明となった児童 

２ 給付期間  大学等卒業までの期間 

３ 給付金の種類及び金額 

（１）月額金 

   ア 未就学児童        月額（孤児：30,000 円、遺児：20,000円） 

   イ 小・中学校に在籍する者  月額（孤児：40,000 円、遺児：30,000円） 

   ウ 高等学校等に在籍する者  月額（孤児：50,000 円、遺児：40,000円） 

   エ 大学及び専門学校等に在籍する者 月額（孤児：60,000 円、遺児：50,000 円） 

（２）一時金 

   ア 小学校入学時給付金      30,000 円 

   イ 小学校卒業時給付金      50,000 円 

   ウ 中学校卒業時給付金      100,000 円 

   エ 高等学校卒業時給付金    300,000 円 

４ 給付実績（令和２年３月３１日現在） 

給付実人員 １９６人  総給付額  ５９９，５６０，０００円 

  

２２  「「ふふくくししままここどどもも寄寄附附金金」」にによよるる新新たたなな支支援援ににつついいてて  

平成２４年１２月県議会において福島県東日本大震災子ども支援基金条例の改正が議決

され、震災孤児・遺児の支援に加えて、支援の対象を県内全域の子どもたちへと拡大し、

下記の５つの視点から新たな支援を行っています。 

〔新たな支援の５つの視点〕 
 

①  災害・避難等により不便を強いられている子どもへの支援 

  ② 子どもたちの将来につながる取組 

  ③ 子どもたち及び保護者が元気になる取組 

  ④ 子どもたちのふるさと福島への愛着心を醸成する取組 

 ⑤ 子どもたちの本県復興への参画  

次ページ以降で 

紹介します 
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１ 事業概要 

  イノベーションコースト構想等の大規模プロジェクトを担うトップリーダー（理数系の

人材）を育成するため、次の３つの事業を実施しました。 

① 福島県算数・数学ジュニアオリンピック（算数・数学コンテスト） 

② 科学の甲子園ジュニア福島県大会（理科コンテスト） 

③ 未来を担うトップリーダー！先端技術体験 

２ 事業実施時期 

① 令和元年１０月２０日（日） 

② 令和元年８月６日（火） 

③ 令和元年１２月１４日（土）～１５日（日） 

３ 参加者数 

① １，１７４名（小学生７０１名、中学生４７３名） 

② １１７名（中学生３９チーム１１７名） 

③ ３２名（小学生１１名、中学生２１名） 

４ 事業実施による効果 

  算数・数学、理科に関心がある児童生徒が論理的な思考力や科学的思考力を問う問題に

挑戦する機会を通して、県内児童生徒の理数に対する興味・関心を高めるとともに、問題

解決力の育成に役立てることができました。 

  また、「算数・数学コンテスト」及び「理科コンテスト」の成績優秀者を対象に１泊２日

で開催した「先端技術体験」により、将来の夢の実現に向けた第一歩を踏み出すとともに、

学習意欲を向上させることができました。 

５ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 義務教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７６） 

 
 

１ 事業概要 

  子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、また、貧困

が世帯を越えて連鎖することのないよう、必要な環境整備と教育の機会均等を図るため、

生活困窮等の世帯に属する子どもに対して、家庭訪問等による学習支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県保健福祉部 社会福祉課（ＴＥＬ：０２４－５２３－７３２３） 

未未来来へへははばばたたけけ！！イイノノベベーーシショョンン人人材材育育成成事事業業  

令和元年度活用事例 

福福島島県県子子どどもものの学学習習支支援援事事業業  
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１ 事業概要 

  中高校生を対象にしたビブリオバトル（お勧めの本を紹介しあう書評合戦）福島県大会

を通して、広く県民に対し子どもの読書活動についての理解の促進のための普及活動・啓

発活動を実施しました。 

２ 事業実施時期及び参加者数   

令和元年１１月９日（土） 中学生１３名、高校生７名 観戦者２００名 

３ 事業実施による効果 

ビブリオバトルを通じて中高校生の読書活動への関心が高まっただけでなく、情報発信

能力の育成・向上が図られ、読書の大切さを参加者全員で共有しました。  

４ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 社会教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７９９） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事業概要 

  学校が教育活動の一環として実施する海外研修に参加する県内の県立高校生に対して、

参加経費の一部を支援しました。 

  また、研修の成果等を発表してもらうため、教育委員会主催の英語プレゼンテーション

コンテストを実施しました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 高校教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７３） 
 

 

ふふくくししままのの未未来来ををひひららくく読読書書のの力力  ププロロジジェェククトト  

未未来来をを担担うう高高校校生生海海外外研研修修・・ググロローーババルル支支援援事事業業  

令和元年度活用事例 
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１ 事業概要 

  未来を担う子どもたちが、ふるさと「ふくしま」において、復旧・復興に取り組んでい

る個人、団体に対して取材し、新聞としてまとめ、情報を発信することにより、自分たち

の住む「ふくしま」の良さを知るとともに、自分の将来の夢や希望を深く考えさせる機会

を設けました。 

２ 事業実施時期 

  令和元年７月３０日（火） 

  令和元年８月９日（金）～８月１１日（日） 

３ 参加者数 

  小学生１７名、中学生９名、高校生４名 

  新聞発表会参観者 約１００名 

４ 事業実施による効果 

子どもたちに、復興に取り組む被災者と直接的に関わる機会を提供し、自ら学び、考え、

自分の言葉で発信する体験をさせることで、改めて震災に向き合い、復興に向かって踏み

だそうとする自主性を支援することができました。 

また、子どもたちが作成した新聞を県内外の避難者の方々に配布することにより、復興

に向かって取り組む方々を知らせることができました。 

さらに、作成した新聞を県内の各学校に配布することにより、同年代の子どもたちの活

躍を知らせることができ、ふるさと「ふくしま」の現状や復興の取組を認識したり、福島

の未来を考えたりする機会を提供することができました。 

５ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 生涯学習課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７４０４）  

   

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

ジジャャーーナナリリスストトススククーールル開開催催事事業業  

令和元年度活用事例 
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１ 事業概要 

  スポーツに対する意欲や関心が低い、又は運動が苦手

で本格的なスポーツ体験等への参加に抵抗を抱く子ど

もたちに対し、スポーツを通じて身体を動かす楽しさを

伝える機会を提供しました。 

２ 実施時期及び参加者数 

  スポーツクライミング教室 

令和元年５月２６日（日）７５名 

スカイスポーツ教室 

令和元年１０月６日（日）５７１名 

バドミントン教室・車いすバドミントン教室 

令和元年１２月１５日（日）８０名 

スケートボード教室 

令和元年６月３０日（日）４０名 

３ 事業実施による効果 

世界や国内、本県で活躍するトップアスリート等からスポーツの楽しさやこれまでの

経験を伝えてもらうことにより、子どもたちの将来の自分づくりに向けた夢や希望を育

むことができました。また、障がい者を対象とした車いすバドミントン教室を実施した

ことにより、健常者と障がい者が一緒にスポーツを楽しむ機会を提供することができま

した。 

４ お問い合わせ先 福島県文化スポーツ局 スポーツ課（ＴＥＬ：024-521-7995） 
 

 

 

１ 事業概要 

  学校給食における地場産物の活用率は、原発事故に伴う放射線の健康影響に関する不安

から大きく下がりましたが、全体では震災前に回復してきています。しかし、その度合い

は市町村によってばらつきがあり、地場産物の生産そのものが、難しい地域もあります。

そこで、小中学生を対象に地元の農水産物を活用した料理コンテストを開催し、入賞した

レシピを広く県民に発信することにより、子どもたちの食べる力の育成や地元の食材に対

する理解を深め、地場産物の活用率の向上につなげました。 

２ お問い合わせ先  福島県教育庁 健康教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８４０９） 

未未来来へへチチャャレレンンジジ！！ふふくくししままススポポーーツツ塾塾  

令和元年度活用事例 

ふふくくししままかかららははじじめめよようう。。元元気気ななふふくくししままっっ子子食食環環境境整整備備事事業業  
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１ 事業概要 

  児童養護施設や里親の家庭などで育ち、経済的な支援が得られない子どもたちについて、

就職する際に必要な普通自動車運転免許取得の費用を補助し、子どもたちの自立のための

支援を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８６６５） 
 

 

 

１ 事業概要 

  児童養護施設や里親の家庭などで育った子どもたちについて、経済的な理由により進学

をあきらめることのないよう、進学やその後の生活に必要な費用の一部を給付金として給

付し、希望する夢をかなえるための進路選択ができるよう支援しました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 児童家庭課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８６６５） 
 

 

 

 

１ 事業概要 

  子どもたちが夢や希望を持って成長することをサポートするため、子ども及び子育て家

庭を支援する市町村や民間団体の取組に対して、助成を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 こども・青少年政策課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１９８） 
 

 

 

 

１ 事業概要 

  地域で子どもの健やかな成長を見守る場である子ども食堂へ食品を届けるなど、子ども

の居場所を支援する団体に対して、助成を行いました。 

２ お問い合わせ先 

  福島県こども未来局 こども・青少年政策課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１８７） 
 

令和元年度活用事例 

児児童童養養護護施施設設等等入入所所児児童童自自立立支支援援事事業業  

未未来来にに進進ももうう！！ここどどもものの夢夢応応援援事事業業  

地地域域でで支支ええるる子子育育てて推推進進事事業業  

フフーードドババンンクク等等支支援援推推進進事事業業  
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  寄寄附附ををくくだだささっったた皆皆様様へへののメメッッセセーージジ  

 

 給付金をお届けしている児童・生徒や保護者の方々から、寄附をくださった方へ寄せられ

たメッセージをご紹介します。 
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  寄寄附附ををくくだだささっったた皆皆様様へへののメメッッセセーージジ  
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  寄寄附附ををくくだだささっったた皆皆様様へへののメメッッセセーージジ  
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  寄寄附附ををくくだだささっったた皆皆様様へへののメメッッセセーージジ  
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  寄寄附附ををくくだだささっったた皆皆様様へへののメメッッセセーージジ  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１月発行 

福島県 こども未来局 こども・青少年政策課 

〒960-8670 福島市杉妻町２番１６号 

   電話：０２４－５２１－７１９８ 

   E-mail:kodomoseisaku@pref.fukushima.lg.jp 

    福島県庁ホームページ  ふくしまこども寄附金  検索 


